



















しています。「アドバンス創造工学」はその一環であり、学部 2 年生・3 年生を対象として、研究
室での研修を通して研究の体験をするプログラムです。 
 同学科の伊藤・能勢研究室では、「歌唱音声の操作と評価」という題目で研修を行いました。こ













 実験には R を利用し、深層学習フレームワークとして RSNNS[3]を利用しました。学習・評価
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